
テーマ: 効果的な語彙の習得を考える 
Presentation 1 

発表者 Brian English, Ph.D. [本学教授、アメリカ出身、専門分野は英語教育。環境問題にも関心が深く、サイク

リングやハイキング、スキューバダイビングなどが趣味] 

タイトル：Reading for Writing as Reciprocal Reinforcement in Vocabulary Acquisition 

概要：語彙を習得する方法として、“理解可能なインプット”にできるだけ多く触れるのがよいとされています。

しかし、習得を加速させ意味的に複雑な語彙を実際に使えるようにするにはそれでは効率が良くありません。こ

の発表では発信のための語彙をリーディングを通して学ぶ指導法をPushed Output Hypothesisをベースに紹介し

ます。 

2014年8月18日（月）9時30分～12時30分 

於：多摩大学グローバルスタディーズ学部 

＜所在地＞ 

〒252-8085 

神奈川県藤沢市円行802番地 

TEL：0466-82-4141 

FAX: 0466-82-5070 

 

＜交通アクセス＞ 

湘南台駅[小田急江ノ島線・相模鉄道い

ずみの線・横浜市営地下鉄]下車 

地下Ｂ，Ｄ出入り口から徒歩約12分 

 

http://www.tama.ac.jp 
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Presentation 2 

発表者 Terry Joyce, Ph.D. [本学教授、イギリス出身、言語心理学が専門。「文化心理学」「言語と認知」など

の科目を担当。現在の主な研究テーマは、複合語の形態論と異なる文字体系の視点から見る心的語彙の特性] 

タイトル：Some Psycholinguistic Insights on Vocabulary Learning 

概要：外国語をマスターするには語彙の習得が不可欠であることは言うまでもありません。生成文法理論では、

単語と、単語を組み合わせる規則を基本的に異なるレベルとして扱いますが、そういった考え方では語彙の知識

の複雑さを説明できません。単語は私たちの心の辞書の中にどのように蓄積されているのでしょうか？この発表

では、語彙の知識と、特に語彙知識において重要な側面である連想語について考えます。 

参加ご希望の方は、会場の設営上、8月7日までに下記の連絡先まで、メール、または電話、FAXに

て所属先、ご芳名、連絡先をお知らせください。 

＜問い合わせ・申し込み先＞ 

メール：forum@gr.tama.ac.jp 電話(代表)：0466－82－4141 FAX：0466－82－5070 

Discussion ＆ 自由談話 

参加者に上記講師、本学教員数名を加えてのグループ討議など 


